
○町の人口（8月１日現在）男15,219人  女15,446人  計30,665人（前月比±0）世帯数8,307世帯（前月比＋13） 
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⑵

市町村合併アンケート調査結果 

　市町村合併アンケート調査は、５月中旬から６月上旬に、八郷町の町民の中から無作為に選びま 

した6,000人のみなさんにご協力をいただき実施いたしました。 

　市町村合併は、八郷町にとって重要な問題であり、地域の特性を十分活かした個性豊かで、活力 

に満ちたまちづくりを実現していくための有効な手法のひとつです。 

　この調査結果は、みなさんの意向を踏まえ、地域の将来を見据えた的確な判断ができるよう、合 

併の検討に向けた重要な資料となります。 

アンケート対象者　八郷町民　6,000人（年代別階層ごとに無作為に抽出しました） 

　　　　　　　　　20歳代・30歳代・40歳代・50歳代・60歳代・70歳以上の６階層 

　　　　　　　　　各階層　男500名・女500名 

回答率　38.1％　　配布数　6,000人　　回収数　2,290人（内、有効回答数2,287人） 

問１　あなたの性別は？ 問２　あなたの年齢は？ 

70歳以上 
 

60歳代 
 

50歳代 
 

40歳代 
 

30歳代 
 

20歳代 
 

問４　あなたの就業地（通学地）は？ 

男　性 

　 

女　性 

　 

自営業（農林業） 
  　　　   

問３　あなたの職業は？ 

その他 

無職 

学生 
２％ 

主婦・主夫 
　　　 

団体職員 
　　３％ 

公務員  

会社員 
  

 自営業 
（商工・ 
   サービス業） 
     

　会社員、無職、主婦・主夫、自営業（農林業）の順と 
なり、在宅時間の多いかたの回答率が高くなりました。 

０　     200　    400　　600　　 800　　1000　 1200　 1400

八郷町 

土浦市 

石岡市 

つくば市 

千代田町 

霞ヶ浦町 

新治村 

玉里村 

美野里町 

小川町 

岩間町 

岩瀬町 

真壁町 

その他 

1288
119119

194

60

47

12

12

29

9

5

203

18

55

6

　問３職業の、自営業（農林業）、主婦・主夫、無職のか 

たの解答数を反映し、八郷町が約60％を占めています。 

　その他としては、水戸市、東京都が多くありました。 

（人） 

問い合わせ先　役場３階　企画課　内線1323

18％ 

20％ 

18％ 

11％ 

15％ 

18％ 

53％ 47％ 

６％ 

 21％ 

17％ 

５％ 

25％ 

７％ 

  14％ 



⑶

市町村合併アンケート調査結果 

問６　あなたは八郷町に住みはじめて 

　　　何年になりますか？ 

30年以上   
 

20年以上30年未満 
　 

10年以上20年未満 
　 

５年以上10年未満 
　　　　　 

５年未満 

　問２の年齢構成により、30歳代以上が約90％を占め 

ていることから、在住年数においても30年以上の方の割 

合が高く、転入されたかたなどの割合は低くなりました。 

問７　市町村合併は必要だと思いますか？ 

　必要、どちらかといえば必要をあわせると63％になりました。 

問５　あなたのお住まいの地区は 

　　　どちらですか？ 

小桜地区   
（９％） 

園部地区   
（21％） 

瓦会地区   
（10％） 

柿岡地区 
（19％） 

小幡地区 
（10％） 

葦穂地区 
（11％） 

恋瀬地区 
（９％） 

林地区  
（11％） 

　回答数と人口を比率すると、１～２ポイントの差が 

あるものの、概ね同比率となっています。 

わからない 

どちらかといえば必要ない 

必要ない 

どちらかといえば必要  

必要  

問８　合併が必要とお考えの理由は何ですか？（３つ以内選択） 

0　





100　


 200　


 300　



400　


 500　


 600　



700　


 800　



900

広域的な新しいまちづくりに期待がもてそうだから 

行政組織や財政の合理化・効率化が図れそうだから 

現状の八郷町の規模では、将来不安になりそうだから 

行政サービスの充実が期待できそうだから 

運動施設や図書館などの公共施設が、利用しやすくなりそうだから 

小中学校への通学（学区選択）が便利になりそうだから 

地域に合った整備ができそうだから 

地域のイメージが向上しそうだから 

地域の産業や経済活動が活発になりそうだから 

その他 

718

820

558

347

171

464

29

558

347

212

56

171

188

464

29

　行財政の合理化・効率化、新しいまちづくり、将来に対する不安の順となっています。 

　また、現在の経済情勢を反映し、地域の産業・経済活動の活性化に対する意見も多くありました。 

　その他の意見としては、八郷は田舎だといわれる、何もない、他市町村が合併を進め取り残されて 

しまうなどがありました。 

（人） 

（　）内は、地区別人口割合 

60％ 

５％ 
７％ 

10％ 

18％ 

10％ 

12％ 

20％ 

8％ 11％ 

９％ 

10％ 

20％ 

13％ 

９％ 

15％ 

39％ 

24％ 



⑷

① ② ③ ④

問９　合併は必要ないとお考えの理由は何ですか？（３つ以内選択） 

現在のままで不安・不便を感じないから 

合併することによりサービスの低下や、負担が増えそうだから 

開発が増え自然環境が悪化する可能性があるから 

役場が遠くなり不便になりそうだから 

地域のつながりが薄れそうだから 

歴史・文化・伝統など地域の個性が薄れそうだから 

合併すると中心部とその周辺では格差が生じそうだから 

住民の意見が反映されなくなりそうだから 

各種団体に合併や統合の影響を及ぼす可能性があるから 

その他 

0　











50　









100　








150　








200　








250　







300

247

254

152

143

79

94

236236

174

55

18

　サービスの低下・負担増への懸念、不安・不便を感じない、地域格差の順となり、自然環境 

の悪化、役場が遠くなる、意見が反映されないなどの意見も多くありました。 

　その他の意見としては、八郷の町名を残したい、メリットがないなどでした。 

問10　もし合併するとしたら、どの組み合わせですか？ 

その他 

　 

八郷町・石岡市・玉里村・千代田町・ 

小川町・美野里町 

　　　　　　　 （県が示した地域） 

 

八郷町・土浦市・石岡市・霞ヶ浦町・千代田町・新治村 

（合併に関する調査研究を行った市町村合併懇話会） 

　 

八郷町・霞ヶ浦町・千代田町・新治村 

（ゴミ処理や消防・救急を共同で行う 

                        　　　　　　新治地方広域事務組合） 

　 
八郷町・石岡市・千代田町　 

　　　　　　　　　　 

　「八郷町・石岡市・千代田町」の組み合わせが29％となりました。 

　その他の15％の中では、「八郷町・石岡市・美野里町」、「八郷町・石岡市・千代田町・美野里町」、 

「八郷町・石岡市・玉里村・千代田町」、「八郷町、石岡市」の意見もあり、石岡市を含んだ組み合 

わせが多くなっています。 

八郷町・土浦市・石岡市・ 

霞ヶ浦町・千代田町・新治村 

 

八郷町・霞ヶ浦町・千代田町 

新治村 

 

八郷町・石岡市・千代田町 

 

八郷町・石岡市・玉里村・ 

千代田町・小川町・美野里町 

 

（人） 

市町村合併アンケート調査結果 

15％ 

19％ 

29％ 

21％ 

16％ 

①

③

②
④



⑸

問11　今後の行政（町や市）に、あなたが特に力を入れて欲しいことは 

　　　何ですか？（５つ以内選択） 

国道や県道などの幹線道路の整備 

地域や集落の生活道路の整備 

路線バスなど公共交通の整備 

上・下水道の整備 

ごみ対策 

騒音・大気汚染・汚水などの公害対策 

風力発電・太陽光発電などの新エネルギー対策 

健康づくりや保健医療体制などの保健・医療対策 

介護保険などの高齢者福祉対策 

障害者福祉対策 

子育て環境整備といった育児・保育対策 

年金制度の充実 

義務教育の充実 

児童館などの放課後児童対策 

生涯学習の充実 

青少年・女性に関する対策 

防犯・交通安全対策 

防火・救急対策 

農林業の振興 

観光施設の整備や観光の振興 

雇用・勤労者対策 

物価・消費者保護対策 

融資・経営相談などの中小企業対策 

情報基盤の整備や情報化の推進 

公営住宅の整備 

行政の合理化・効率化 

その他 

610

830

490

587

522

352
186

771

882
183

413

682

166

263

566

159

61

63

263

190

101

566

159

237

245

406

202

61

111

63

530

38

　介護保険、保健・医療、年金制度、道路の整備、防犯・交通安全、行政の合理化・効率化の要望が多くあり 

ました。その他としては、図書館や公園の整備、自然環境の保護などがありました。 
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市町村合併アンケート調査結果 



           

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
習
慣
化
す
る
と
、

血
行
が
よ
く
な
り
血
圧
の
上
昇
を
予
防

し
た
り
、
動
脈
硬
化
の
進
行
を
抑
制
し

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
足
な
ど

の
筋
肉
が
維
持
・
強
化
さ
れ
る
の
で
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
代
謝
が
よ
く
な
っ
て
肥

満
を
予
防
し
た
り
、
血
糖
値
を
下
げ
る

効
果
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
町
で
は 

           

昨
年
に
引
き
続
き
、
第
二
回
や
さ
と
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
を
十
月
十
二
日（
土
）

に
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
多
く
の

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。
大
会
の
開
催
要
項
は
次
の
と
お

り
で
す
。 

目
　
的
　
歩
く
こ
と
を
通
し
て
、
自
然

に
親
し
み
「
ま
ほ
ろ
ば
の
里
や
さ
と
」 

     

の
よ
さ
を
再
発
見
し
な
が
ら
、
生
活
習

慣
病
や
老
化
を
防
い
で
健
康
の
増
進
を

は
か
り
ま
す
。 

主
　
催
　
八
郷
町
・
八
郷
町
国
民
健
康

保
険 

協
　
賛
　
郵
便
局 

期
　
日
　
平
成
十
四
年
十
月
十
二
日

（
土
）
《
雨
天
時
の
予
備
日
十
月
十
三

日
（
日
）
》 

集
合
場
所
　
町
立
中
央
公
民
館 

集
合
時
間
　
午
前
八
時
三
十
分 

コ
ー
ス 

た
っ
ぷ
り
コ
ー
ス
　
　
　
　
　
　
　
　

　
町
立
中
央
公
民
館
前
↓
丸
山
古
墳
↓

恋
瀬
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
道
路
↓
県
畜
産

セ
ン
タ
ー
ま
で
の
八
キ
ロ 

ら
く
ら
く
コ
ー
ス
　
　
　
　
　
　
　
　

　
町
立
中
央
公
民
館
前
↓
恋
瀬
川
サ
イ

ク
リ
ン
グ
道
路
↓
県
畜
産
セ
ン
タ
ー
ま

で
の
六
キ
ロ 

※
到
着
次
第
昼
食
（
と
ん
汁
と
お
に
ぎ

り
を
主
催
者
で
用
意
）、
終
了
後
バ
ス
で

中
央
公
民
館
ま
で
移
動
し
ま
す
。 

開
会
式
　
午
前
九
時
三
十
分 

ス
タ
ー
ト
時
間 

た
っ
ぷ
り
コ
ー
ス
　
午
前
十
時 

ら
く
ら
く
コ
ー
ス
　
午
前
十
時
三
十
分 

参
加
資
格
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
小
学
校
三
年
生
以
上
（
た
だ
し
小
学 

                      

生
は
保
護
者
の
同
時
参
加
）
　
　
　
　

参
加
費
　
一
人
当
り
三
百
円 

申
込
期
間
　
九
月
九
日
（
月
）
〜
九
月

三
十
日
（
月
） 

申
込
方
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
役
場
国
保
医
療
課
、
園
部
・
恋
瀬
出

張
所
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
高
齢
者
セ
ン

タ
ー
、
町
内
各
郵
便
局
に
申
込
書
と
参

加
費
（
一
人
当
り
三
百
円
）
を
添
え
て

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

血
糖
値
検
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ス
タ
ー
ト
前
と
ゴ
ー
ル
後
に
検
査
し 

                      

て
血
糖
値
の
変
化
を
見
ま
す
。
検
査
は

時
間
の
範
囲
内
で
先
着
順
（
希
望
者
）

で
す
。 

そ
の
他
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
大
会
当
日
、
雨
天
に
て
中
止
の
場
合

は
午
前
六
時
五
十
分
の
町
防
災
無
線
に

よ
り
中
止
ま
た
は
延
期
の
放
送
を
行
い

ま
す
。
　 

　
な
お
、
申
込
期
間
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル

者
へ
の
参
加
費
の
払
い
戻
し
は
い
た
し

ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
　 

 

⑹

い
い
こ
と
づ
く
め
の
運
動 

　
適
度
な
運
動
は
肥
満
や
生
活
習
慣
病
の
予
防
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
特 

に
、
腰
や
ひ
ざ
に
負
担
を
か
け
ず
気
軽
に
で
き
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
最 

適
な
運
動
と
い
え
ま
す
。
誰
で
も
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
で
き
る
ウ 

ォ
ー
キ
ン
グ
を
習
慣
化
し
て
運
動
不
足
を
解
消
し
、
健
康
で
丈
夫
な
か 

ら
だ
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。 

第1回大会は220人が参加。秋空のもとすがすがしい汗を流しました。 

8：30 

8：30 

9：30 

 

 

 

 

9：40 

9：50 

10：00 

10：00 

10：30 

 

血糖値検査　～9：30 

 

 

町　長 

議会議長、国保運協会長 

 

 

 

たっぷりコース 

～10：30 

らくらくコース 

 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は 

 
こ
く
ほ 

順　　　序 

参 加 者 集 合  

受 　 付  

開 　 式  

開 会 宣 言  

大会会長あいさつ 

来 賓 あ い さ つ  

注 意 事 項  

ラ ジ オ 体 操  

閉 式  

ス タ ー ト 時 間  

血 糖 値 検 査  

ス タ ー ト 時 間  

時　間 

 

備　　　　考 

 

開 会 順 序  

問い合わせ先 
国保医療課 
内線1121



                                  

　 

        

　
七
月
十
五
日
に
開
所
し
ま
し
た
八
郷

町
障
害
者
福
祉
作
業
所
に
は
、
現
在

（
平
成
十
四
年
七
月
十
五
日
現
在
）
八

人
の
障
害
者
が
通
所
し
、
三
人
の
職
員

と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
手
を
つ
な
ぐ
育

成
会
野
ば
ら
の
会
の
み
な
さ
ん
に
ご
協

力
い
た
だ
き
な
が
ら
運
営
し
て
い
ま

す
。
運
営
は
社
会
福
祉
法
人
八
郷
町
社

会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
て
い
ま
す
。 

　
入
所
者
は
十
五
歳
以
上
で
、
障
害
者

福
祉
作
業
所
運
営
委
員
会
で
入
所
が
認 

              

                       

め
ら
れ
た
方
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。 

　
入
所
者
は
毎
朝
、
朝
の
会
を
し
て
か

ら
体
操
を
し
て
、
柿
岡
の
八
幡
神
社
ま

で
を
散
歩
し
ま
す
。
そ
の
後
は
、
作
業

訓
練
と
し
て
現
在
は
粘
土
で
は
し
置
き

を
作
っ
て
い
ま
す
。
作
品
は
、
十
一
月

に
笠
間
市
で
行
わ
れ
る
匠
の
ま
つ
り
に

出
品
す
る
予
定
で
、
み
な
さ
ん
は
り
き

っ
て
作
業
に
取
り
か
か
っ
て
い
ま
す
。 

　
「
同
じ
作
品
を
作
る
に
も
そ
れ
ぞ
れ

個
性
的
な
も
の
が
で
き
ま
す
」
と
職
員 

           

の
能
勢
さ
ん
。
「
は
し
置
き
の
売
り
上

げ
を
利
用
し
て
、
み
ん
な
と
一
緒
に
会

津
高
原
へ
旅
行
に
出
か
け
る
予
定
で

す
」
と
嬉
し
そ
う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。 

　
こ
れ
か
ら
は
、
雑
草
や
ヒ
メ
ジ
オ
ン

な
ど
で
草
木
染
め
を
し
た
り
、
べ
に
花

の
種
を
ま
い
て
来
年
に
は
、
べ
に
花
染

め
に
挑
戦
し
よ
う
と
意
欲
的
で
す
。 

     

⑺

福祉作業所順調に 
　　　　　　スタート 
 

福祉作業所順調に 
　　　　　　スタート 
 

 

　
障
害
者
が
通
所
し
、
自
立
と
社
会
参
加
を
目
的
と
し
た
作
業
や
生 

活
訓
練
を
行
う
施
設
、
八
郷
町
障
害
者
福
祉
作
業
所
が
七
月
十
五
日 

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
作
業
所
で
は
、
労
働
習
慣
を
身
に
付
け
さ 

せ
、
実
社
会
へ
参
加
し
て
い
く
た
め
の
技
術
援
助
・
指
導
を
す
る
作 

業
訓
練
や
、
日
常
生
活
で
の
基
本
的
動
作
の
指
導
や
集
団
生
活
へ
の 

適
応
訓
練
な
ど
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
今
回
は
、
施
設
で
の
取
り
組 

み
を
一
部
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

 

　
障
害
者
福
祉
作
業
所
が
開
所
し

て
か
ら
「
ど
う
や
っ
て
み
ん
な
に

興
味
を
持
た
せ
る
か
」
が
私
の
一

番
の
課
題
で
し
た
。
入
所
者
が
自

発
的
に
仕
事
を
す
る
よ
う
に
指
導

す
る
こ
と
が
私
達
の
仕
事
だ
と
考

え
て
い
た
か
ら
で
す
。 

　
粘
土
を
使
っ
て
の
は
し
置
き
作

り
は
、
一
日
一
日
上
達
を
感
じ
ま

す
。
み
ん
な
で
六
百
個
作
り
上
げ

る
こ
と
を
目
標
に
、
楽
し
み
な
が

ら
の
作
業
が
続
い
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
作
業
以
外
に
、
プ
ー
ル

に
入
っ
た
り
、
八
郷
音
頭
を
踊
っ

た
り
し
な
が
ら
入
所
者
の
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

　
手
さ
ぐ
り
の
毎
日
で
す
が
、
入

所
者
が
自
立
し
、
社
会
参
加
が
で

き
る
よ
う
指
導
し
な
が
ら
、
共
に

学
び
、
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

現
場
か
ら
の
声 

 

菱
沼
芳
明
職
員 

それぞれ個性的に仕上がったはし置き 

　
八
月
九
日
に
行
わ
れ
た
プ
ー
ル
で
の 

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
。
作
業
の
合
間
の 

ほ
っ
と
す
る
ひ
と
と
き
。 

開所式開所式 開所式 

作業風景作業風景 作業風景 

作業所作業所 作業所 



⑻

本県米は「整粒歩合が低く粒が小さく、過乾燥の 

傾向にある」などの評価があります。 

 農家所得を向上させるために、下記のことを実践 

して、茨城米の評価を高めていきましょう。 

適期収穫と適正な乾燥・調整 

で品質向上 

コシヒカリ品質目標 

コシヒカリ収量目標 

※整粒歩合　　　　　　85％以上　　　　　　 

※玄米水分　　　　　　15％　　　　　　　　 

※網目　　　　　　　　1.85㍉㍍で完全調整 

※白米粗タンパク　　　6.5％以下 

 

 

※穂数　　　　　　　　1,400本／坪　　　 

※登熟歩合　　　　　　80％以上　　　　　　 

※一穂籾数　　　　　　75粒　　　　　　　　 

※千粒重　　　　　　　21.5㌘以上　　　　　　 

土浦地域農業改良普及センター管内の「ふっくらコシヒカリ」 

運動では、網目1.9㍉㍍を推進しています。 

※
本県産
米
の現状

水分（東京食糧事務所土浦支所調べ） 

粒度構成（⑲日本穀物検定協会調べ） 千粒重（⑲日本穀物検定協会調べ） 

（平成12年度コシヒカリ）　　　　　　　　　　　（コシヒカリ、13年度は４月末までの出回り分） 

 

（土浦支所管内２６市町村合計） 

 

区　分 

茨城県 

新潟県 

栃木県 

福島県 

千葉県 

富山県 

三重県 

 

2.1mm上 

20.92% 

45.21% 

32.62% 

28.20% 

36.63% 

59.63% 

26.40% 

 

2.0mm上 

40.10% 

35.80% 

40.13% 

39.08% 

36.59% 

27.35% 

42.10% 

 

1.9mm上 

25.23% 

14.03% 

18.61% 

22.65% 

17.40% 

  9.40% 

22.00% 

 

1.8mm上 

12.37% 

4.74% 

7.69% 

9.30% 

8.14% 

3.30% 

9.20% 

 

区　分 

茨城県 

新潟県 

栃木県 

福島県 

千葉県 

富山県 

三重県 

 

Ｈ10 

19.8ｇ 

21.7ｇ 

20.3ｇ 

21.9ｇ 

20.3ｇ 

22.2ｇ 

21.7ｇ 

 

Ｈ11 

20.4ｇ 

21.9ｇ 

21.3ｇ 

22.4ｇ 

20.5ｇ 

21.7ｇ 

20.8ｇ 

 

Ｈ12 

20.9ｇ 

21.5ｇ 

21.6ｇ 

21.8ｇ 

21.0ｇ 

22.6ｇ 

21.0ｇ 

 

Ｈ13 

20.8ｇ 

21.8ｇ 

21.6ｇ 

22.4ｇ 

20.9ｇ 

22.7ｇ 

21.3ｇ 

 

1.8mm下 

1.38% 

0.23% 

0.94% 

0.77% 

1.24% 

0.33% 

0.30% 

 

Ｈ12年産           １％          ２３％      ３６％       ３３％  ７％ 

Ｈ13年産           １％          ２０％      ３５％       ３７％  ７％ 

 

区　　分 ～13.0 15.1～ 
13.1 
   ～14.0

14.1 
   ～14.5

14.6    
   ～15.0

●問い合わせ先　役場２階　農政課　内線1213（県南地方稲作生産安定推進指導班） 



                    

　
大
き
な
災
害
が
発
生
し
、
避
難
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
と
き
に
は
、
数
日
間
、

自
分
た
ち
の
力
で
避
難
生
活
を
過
ご
せ

る
だ
け
の
備
え
が
必
要
で
す
。
被
災
直

後
は
、
あ
ち
こ
ち
で
被
災
者
の
救
援
が

必
要
と
さ
れ
た
り
、
交
通
網
が
ふ
さ
が

れ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
た
め
、
食
料
や

飲
み
水
、
医
薬
品
な
ど
の
救
援
物
資
が

す
ぐ
に
届
か
な
い
可
能
性
が
あ
る
か
ら

で
す
。 

　
日
ご
ろ
か
ら
、
三
日
分
ほ
ど
の
非
常

用
食
料
や
水
を
ま
と
め
て
お
き
、
避
難

す
る
と
き
に
は
す
ぐ
に
持
ち
出
せ
る
よ

う
に
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。 

                   

　
下
に
非
常
持
ち
出
し
品
の
例
を
示
し

ま
し
た
。
日
ご
ろ
か
ら
非
常
用
食
料
や

医
薬
品
の
期
限
、
懐
中
電
灯
や
ラ
ジ
オ

の
動
作
、
予
備
の
電
池
の
有
無
な
ど
を

確
認
し
、
い
ざ
と
い
う
と
き
支
障
な
く

使
え
る
状
態
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

　
ま
た
、
家
の
中
を
点
検
し
、
地
震
で

物
が
落
ち
た
り
家
具
が
倒
れ
た
り
し
な

い
か
、
階
段
や
出
入
り
口
が
物
で
ふ

さ
が
っ
て
い
な
い
か
、
確
認
し
ま
し
ょ

う
。 

　
家
族
で
話
し
合
っ
て
、
災
害
が
発
生

し
た
と
き
、
だ
れ
が
何
を
す
る
か
、
ど

こ
に
避
難
す
る
か
な
ど
に
つ
い
て
、
決

め
て
お
く
こ
と
も
大
事
で
す
。  

   

□
食
料
・
飲
料
水
（
三
日
分
程
度
） 

□
懐
中
電
灯
（
予
備
の
電
池
付
き
） 

□
小
型
ラ
ジ
オ
（
予
備
の
電
池
付
き
） 

□
貴
重
品
類
（
預
金
通
帳
、
印
鑑
、
現

　
金
な
ど
） 

□
応
急
救
護
医
薬
品 

□
マ
ッ
チ
、
ラ
イ
タ
ー
、
缶
切
り 

□
ロ
ー
ソ
ク 

□
ナ
イ
フ 

□
衣
類
・
下
着 

□
毛
布 

□
ロ
ー
プ 

□
運
動
靴    

 

　
右
の
ほ
か
、
家
族
に
病
人
や
赤
ち
ゃ

ん
が
い
る
場
合
は
、
薬
や
お
む
つ
、
ミ

ル
ク
な
ど
の
備
え
も
お
忘
れ
な
く
。
　

　
皆
さ
ん
の
家
庭
で
は
、
ど
ん
な
も
の

が
必
要
か
、
ぜ
ひ
話
し
合
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。 

◆
身
近
な「
防
災
」の
点
検
を
し
よ
う 

◆
非
常
持
ち
出
し
品
の
例 

■
防
災
の
日
　
9
月
1
日
　
　
　
　
　 

■
防
災
週
間
　
8
月
30
日
〜
9
月
5
日 

　
も
し
、
震
度
七
も
の
大
地
震
が
発
生
し
た
ら
…
。
自
分
や
家
族
の
命 

を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
？
　
家
や
地
域
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す 

か
？
　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
よ
う
な
大
地
震
は
他
人
事
で
は
あ
り
ま 

せ
ん
。
環
太
平
洋
火
山
帯
に
位
置
す
る
日
本
で
は
、
全
国
の
い
た
る
と 

こ
ろ
に
、
大
き
な
直
下
型
地
震
の
引
き
金
と
な
る
活
断
層
が
分
布
し
て 

い
る
の
で
す
。
大
き
な
地
震
に
見
舞
わ
れ
て
い
な
い
と
き
ほ
ど
、
油
断 

し
な
い
で
、
気
を
引
き
締
め
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
改
め
て
、
災
害
に 

対
す
る
家
の
備
え
、
地
域
の
備
え
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。   

 あ
な
た
の
備
え
は
大
丈
夫
？ 
             

◆
成
長
期
の
管
理
（
六
月
〜
九
月
） 

　
六
月
に
な
っ
た
ら
屋
外
で
管
理
を

し
ま
す
。
風
通
し
の
良
い
五
十
㌫
の

遮
効
果
で
、
雨
の
か
か
ら
な
い
棚
の

上
が
最
適
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
こ
の

時
期
は
植
え
替
え
の
適
期
で
す
の
で

花
が
終
わ
り
し
だ
い
毎
年
行
い
ま
す
。 

　
水
や
り
は
、
基
本
的
に
水
苔
の
表

面
が
乾
い
た
ら
与
え
る
よ
う
に
し
、

成
長
期
間
中
は
週
に
一
回
、
千
五
百

倍
の
液
肥
を
与
え
ま
す
。 

　
夏
期
、
高
温
下
で
通
風
が
悪
い
と

蒸
れ
や
す
く
、
徒
長
や
病
気
の
原
因

と
な
り
ま
す
。
扇
風
機
な
ど
で
風
を

送
っ
て
あ
げ
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。 

◆
休
眠
期
の
管
理
（
十
月
〜
五
月
） 

　
胡
蝶
蘭
は
十
八
度
以
上
で
成
長

し
、
十
度
で
休
眠
、
六
度
以
下
で
す

と
冬
を
越
す
の
が
困
難
に
な
り
ま
す
。 

             

温
室
の
な
い
一
般
家
庭
で
は
、
発
砲

ス
チ
ロ
ー
ル
の
箱
な
ど
を
か
ぶ
せ
毛

布
で
包
ん
だ
り
、
ホ
ッ
ト
カ
ー
ペ
ッ

ト
を
利
用
し
た
り
す
る
な
ど
の
、
株

の
保
温
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

置
き
場
は
暖
房
機
の
温
風
が
当
た
ら

な
い
窓
辺
が
最
適
で
、
十
月
か
ら
三

月
は
ガ
ラ
ス
越
し
の
光
に
、
四
月
か

ら
五
月
は
レ
ー
ス
越
し
の
光
に
半
日

当
て
ま
す
。 

　
水
や
り
は
、
厳
冬
期
の
十
二
月
か

ら
二
月
は
、
月
一
回
か
ら
二
回
水
苔

を
湿
ら
せ
る
程
度
与
え
、
毎
日
霧
水

を
葉
や
根
に
か
け
ま
す
。
晩
秋
、
早

春
の
時
期
は
気
温
と
乾
き
具
合
、
新

芽
や
新
根
の
様
子
を
見
な
が
ら
、
表

面
が
乾
い
て
か
ら
二
日
か
ら
四
日
後

に
与
え
ま
す
。 

　
　
　
　
　
園
芸
課
　
斉
藤
　
益
実 

花と緑の楽園 

茨城県 

　
熱
帯
ア
ジ
ア
原
産
の
ラ
ン
科
の
植
物
で
、
日
陰
、
高 

温
多
湿
、
適
度
な
通
風
を
好
み
ま
す
。
成
長
期
間
が
限 

ら
れ
る
た
め
、
こ
の
時
期
は
肥
培
に
努
め
、
冬
期
は
寒 

さ
と
空
気
の
乾
燥
か
ら
株
を
守
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

お
部
屋
に
蝶
々
を
（
胡
蝶
蘭
） 

⑼

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 



  
「
教
育
に
関
す
る
意
見
・
疑
問
」 

家
庭
の
教
育
力
に
関
す
る
意
識
調
査
結

果
か
ら
　
　
　
　
　
　
　
〜
そ
の
３
〜

　
前
回
ま
で
、
八
郷
町
に
お
け
る
家
庭

の
教
育
力
の
現
状
に
つ
い
て
述
べ
ま
し

た
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
の
「
意
見
・

疑
問
」
欄
か
ら
い
く
つ
か
取
り
上
げ
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

１
親
と
し
て
、
こ
う
あ
り
た
い 

○
教
育
は
、
学
校
が
す
る
と
考
え
て
い

る
親
が
大
半
だ
が
、
一
番
の
教
育
は
家

庭
に
あ
る
と
考
え
る
の
で
一
層
努
力
し

た
い
。 

○
共
働
き
の
た
め
、
子
ど
も
と
正
面
か

ら
付
き
合
う
機
会
が
少
な
い
の
で
、
親

子
ふ
れ
あ
い
の
場
を
作
り
た
い
。 

○
長
所
を
的
確
に
把
握
し
伸
ば
す
取
り

組
み
を
し
た
い
。 

○
学
校
で
は
給
食
、
家
族
旅
行
は
コ
ン

ビ
ニ
弁
当
、
休
日
ぐ
ら
い
は
我
が
子
に

手
作
り
の
食
事
を
与
え
た
い
。 

○
休
み
に
は
親
子
で
中
央
公
民
館
の
図

書
室
に
行
き
た
い
。 

           
○
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
こ
と
を
当

た
り
前
の
こ
と
と
し
て
親
が
手
本
を
見

せ
て
い
き
た
い
。 

○
少
子
化
や
核
家
族
の
傾
向
か
ら
、
自

分
の
子
ど
も
だ
け
を
大
事
に
し
す
ぎ
る

あ
ま
り
子
ど
も
自
身
が
弱
く
な
っ
て
き

て
い
る
、
ま
た
い
じ
め
と
い
う
こ
と
に

敏
感
に
な
り
す
ぎ
て
い
る
よ
う
に
思

う
、
も
っ
と
確
か
な
目
、
平
等
な
目
、

温
か
い
目
を
養
い
た
い
。 

２
親
と
し
て
、
学
校
や
地
域
社
会
に
望

む
こ
と 

○
町
民
の
会
が
で
き
、
地
域
社
会
が
、

子
ど
も
た
ち
を
温
か
い
目
で
見
守
り
、

思
い
や
り
の
あ
る
、
や
さ
し
く
力
強
く

生
き
る
こ
と
の
で
き
る
よ
う
に
、
学
校

と
連
絡
を
密
に
し
て
欲
し
い
。 

○
一
般
的
な
傾
向
と
し
て
、
安
易
な
性

行
動
に
よ
っ
て
感
染
症
・
妊
娠
す
る
子

が
増
え
、
低
年
齢
化
し
て
い
る
現
実
を

知
っ
て
欲
し
い
。 

○
分
か
ら
な
い
子
に
は
分
か
る
ま
で
分

か
り
や
す
い
教
え
方
を
し
て
欲
し
い
。 

○
勉
強
・
部
活
に
追
わ
れ
、
家
庭
の
ふ

れ
あ
い
の
時
間
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

○
も
っ
と
勉
強
・
部
活
に
力
を
い
れ
て

欲
し
い
。 

○
総
合
的
学
習
の
時
間
に
つ
い
て
は
、

機
会
あ
る
ご
と
に
一
般
町
民
に
も
教
え

て
欲
し
い
。
　
　
　
　
（
以
下
省
略
） 

　
ご
意
見
は
数
十
件
も
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
紙
面
の
関
係
上
一
部
し
か
紹
介

で
き
ず
残
念
に
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

　
夏
休
み
も
終
盤
を
迎
え
、
子
ど
も
た

ち
は
そ
れ
ぞ
れ
創
作
活
動
に
家
族
旅
行

に
と
楽
し
く
過
ご
し
、
宿
題
処
理
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
ろ
で
し
ょ
う
。 

　
幼
児
の
こ
ろ
は
我
が
子
が
天
才
に
見

え
、
成
長
す
る
に
つ
れ
「
こ
ん
な
は
ず

じ
ゃ
な
か
っ
た
」
と
知
ら
ず
知
ら
ず
の

う
ち
に
、
親
の
価
値
観
が
先
行
し
て
、

ギ
ュ
ウ
ギ
ュ
ウ
詰
め
込
む
こ
と
に
な
っ

て
は
い
ま
せ
ん
か
。
こ
う
な
る
と
、
不

登
校
・
家
庭
内
暴
力
・
非
行
な
ど
を
生

み
出
す
要
因
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。 

　
家
庭
の
教
育
力
を
高
め
る
こ
と
は
み

ん
な
の
願
い
で
す
。
社
会
の
変
化
の
激

し
い
現
在
は
特
に
、
親
の
価
値
観
と
子

ど
も
の
価
値
観
に
は
大
き
な
ず
れ
が
生

じ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

　
今
こ
そ
我
が
子
の
真
の
姿
を
見
極
め

る
こ
と
が
大
切
で
し
ょ
う
。 

八
郷
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課 

　
　
　
社
会
教
育
指
導
員
　
佐
藤
信
夫 

教
育
は

今
　
⑤ 

 

″ ″ 

⑽

 

       

　
交
通
機
関
の
発
達
、
電
化
製
品
の

普
及
な
ど
で
、
仕
事
で
も
家
事
で
も

か
ら
だ
を
動
か
す
こ
と
が
少
な
く
な

っ
て
い
ま
す
。
運
動
不
足
は
食
生
活

の
変
化
と
と
も
に
、
肥
満
や
高
血

圧
、
糖
尿
病
、
狭
心
症
、
心
筋
梗

塞
、
骨
粗
し
ょ
う
症
な
ど
の
生
活
習

慣
病
が
増
加
す
る
要
因
で
す
。 

　
適
度
な
運
動
を
長
期
的
に
わ
た
っ

て
続
け
る
た
め
に
は
、
誰
で
も
、
い

つ
で
も
、
ど
こ
で
も
で
き
る
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
が
最
適
で
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
習
慣
化
す
る
と
、
血
行
が
よ
く

な
り
血
圧
の
上
昇
を
予
防
し
た
り
、

悪
玉
（
Ｌ
Ｄ
Ｌ
）
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

を
減
ら
し
、
善
玉
（
Ｈ
Ｄ
Ｌ
）
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
を
増
や
し
て
動
脈
硬
化

を
抑
制
で
き
ま
す
。
足
な
ど
の
筋
肉

が
維
持
・
強
化
さ
れ
る
の
で
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
代
謝
が
よ
く
な
っ
て
肥
満

を
予
防
し
た
り
、
血
糖
値
を
下
げ
る

効
果
も
あ
り
ま
す
。
足
の
骨
に
適
度

な
負
荷
が
か
か
る
の
で
、
骨
が
ス
カ

ス
カ
に
な
る
骨
祖
し
ょ
う
症
も
予
防

で
き
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
ス
ト

レ
ス
の
解
消
に
も
役
立
つ
な
ど
、
ま 

    

さ
に
い
い
こ
と
づ
く
め
の
運
動
な
の
で

す
。
運
動
不
足
解
消
の
た
め
に
一
日
あ

と
十
分
（
約
千
歩
）
多
く
歩
く
こ
と
を

心
が
け
て
み
ま
し
ょ
う
。 

　
た
だ
し
、
背
中
を
丸
め
て
、
ダ
ラ
ダ

ラ
と
歩
い
て
い
て
も
、
運
動
効
果
は
上

が
り
ま
せ
ん
。
正
し
い
姿
勢
で
、
少
し

息
が
は
ず
む
く
ら
い
の
早
足
で
歩
く
の

が
基
本
で
す
。 

　
十
分
間
歩
く
こ
と
か
ら
始
め
て
、
二

十
分
以
上
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

靴
は
衝
撃
を
吸
収
す
る
タ
イ
プ
で
足
に

合
っ
た
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。 

 

あ
と
１
０
０
０
歩
歩
く
工
夫 

①
買
い
物
は
歩
い
て
行
く
。 

②
な
る
べ
く
階
段
を
利
用
す
る
。 

③
散
歩
を
習
慣
化
す
る
。 

④
楽
し
み
な
が
ら
歩
く
。 

⑤
一
駅
、
一
停
留
所
手
前
で
降
り
て
歩

く
。 

       

記
事
提
供
　
茨
城
県
国
民
健
康
保
険
団

体
連
合
会 

歩
い
て
健
康
な
か
ら
だ
を 

つ
く
ろ
う 

 

中央公民館図書室で夏休みの勉強中　８月５日中央公民館図書室で夏休みの勉強中　８月５日 中央公民館図書室で夏休みの勉強中　８月５日 

手作りの心のこもった弁当をいただく子どもたち手作りの心のこもった弁当をいただく子どもたち 
　　　　　　　中央公民館ロビーにて　７月　　　　　　　中央公民館ロビーにて　７月23日 
手作りの心のこもった弁当をいただく子どもたち 
　　　　　　　中央公民館ロビーにて　７月23日 

今日から 

健康日本 
はじめ

る 
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⑾

    

平
成
12
年
７
月
11
日
生
ま
れ 

父
　
真
太
郎
さ
ん
　
母
　
理
砂
さ
ん 

　
家
族
か
ら
の
一
言 

　
と
て
も
お
て
ん
ば
な
女
の
子
で
す
。

お
兄
ち
ゃ
ん
が
大
好
き
で
、
い
つ
も
一

緒
に
活
発
に
遊
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
今
は
夏
休
み
な
の
で
、
毎
日
お
兄

ち
ゃ
ん
と
い
ら
れ
て
と
て
も
嬉
し
そ
う

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
元
気
い
っ
ぱ
い
に

育
っ
て
ほ
し
い
で
す
。 

柿   

岡  

  

川  

井
　
華  

林
ち
ゃ
ん 

 

八
郷
の
歴
史 

（17） 

♥

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル 

食生活改善推進員　渡辺　優子（大塚） 

（ヘルスメイト） 

【材料】（4人分） 

A（●●鳥ひき肉 120g  ●●豚ひき肉 60g  ●●玉ね

ぎ 60g  ●●生しいたけ 40g  ●●卵 1/2個  ●●片栗

粉  大さじ1  ●●薄口しょうゆ 小さじ1  ●●砂糖

小さじ1  ●●ごま油 小さじ1  ●●紅しょうが4g） 

B（●●しょう油 小さじ2  ●●酢 大さじ1 ●●ごま

油  小さじ1/2  ●●練り辛子 小さじ1/2  ●●だし

汁  大さじ2） 

●サラダ菜 適宜  ●●プチトマト 4個  ●●シュウ

マイの皮  20g　 

【作り方】 

①玉ねぎ、生しいたけ、紅しょうがはみじん切

りにする。②ボールにAを入れ、粘りが出る

まで良く練る。③シュウマイの皮は千切りにす

る。④②を丸めて③の上でころがし形を整えて

蒸す。⑤器にサラダ菜を敷き、蒸しあがったシ

ュウマイを盛り付けプチトマトを添える。 

⑥別の器にBのたれを混ぜる。　　　　　　

   
　
婚
礼
が
、
ま
だ
自
宅
で
行
わ
れ
て
い
た
頃

（
昭
和
四
十
年
代
ぐ
ら
い
ま
で
か
）
、
式
は
夜

に
な
っ
て
始
め
ら
れ
た
。
明
治
時
代
に
は
更
に

遅
く
真
夜
中
に
な
っ
て
始
め
ら
れ
た
と
い
う
。 

　
昭
和
二
十
四
年
に
下
青
柳
に
嫁
に
来
た
高
橋

卯
女
さ
ん
は
、
嫁
入
り
す
る
と
き
「
御
祝
儀
を

夜
や
ん
の
は
、
嫁
さ
ん
が
、
親
兄
弟
と
別
れ
る

の
が
辛
く
て
涙
を
流
す
で
し
ょ
。
そ
の
顔
を
人

に
見
ら
れ
ね
え
よ
う
に
夜
い
く
ん
だ
か
ん
な
。

だ
か
ら
、
涙
こ
ぼ
さ
ね
え
で
行
け
よ
」
と
母
親

か
ら
よ
く
よ
く
い
わ
れ
た
そ
う
だ
。 

　
現
在
、
私
た
ち
が
イ
メ
ー
ジ
す
る
婚
礼
の
日

の
花
嫁
は
、
花
吹
雪
の
下
、
大
勢
の
人
に
祝
福

さ
れ
、希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
。
け
れ
ど
、

一
時
代
前
の
花
嫁
は
、
そ
ん
な
幸
せ
な
未
来
な 

   

ど
と
て
も
期
待
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。 

　
結
婚
式
が
夜
行
わ
れ
る
の
は
、
花
婿
が
花
嫁

の
家
に
迎
え
に
行
っ
て
、
そ
こ
で
、
出
し
祝
言

を
し
た
後
、
馬
に
ゆ
ら
れ
て
花
嫁
行
列
が
婚
家

先
に
向
か
う
と
い
う
結
婚
式
の
や
り
方
で
は
、

必
然
的
に
婚
家
で
の
結
婚
式
は
夜
に
な
っ
て
し

ま
う
わ
け
で
、
「
花
嫁
の
涙
を
人
に
見
せ
な
い

た
め
」
に
夜
に
す
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
か
も

し
れ
な
い
が
、
母
と
娘
の
心
情
を
良
く
言
い
当

て
た
言
葉
に
思
え
る
。 

　
女
性
達
が
結
婚
に
幸
せ
を
期
待
で
き
な
か
っ

た
こ
と
を
裏
付
け
る
よ
う
な
風
習
が
婚
儀
の
中

に
も
見
い
だ
さ
れ
る
の
で
、
紹
介
し
て
み
よ
う
。 

　
ま
ず
、
終
戦
前
後
ま
で
は
、
結
婚
相
手
は
親

が
決
め
た
。
結
婚
話
が
あ
る
と
、
相
手
の
状
況

を
親
が
判
断
し
て
、
良
い
と
思
う
と
お
見
合
い

に
な
る
。
お
見
合
い
は
男
性
が
女
性
の
家
を
尋

ね
る
の
が
一
般
的
で
、
男
性
に
応
対
す
る
の
は

両
親
で
当
の
女
性
は
お
茶
を
だ
し
に
出
る
だ
け

で
同
席
は
し
な
い
。
男
性
が
そ
の
お
茶
を
飲
め

ば
、
承
諾
の
記
だ
と
さ
れ
、
こ
れ
で
概
ね
婚
約

は
成
立
し
た
。
呑
ま
ず
に
帰
っ
た
と
き
は
不
承

知
の
意
思
表
示
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
は
女
性
の

意
思
を
問
う
場
面
は
な
い
。 

　
ま
た
、
花
嫁
が
婚
家
に
到
着
す
る
と
、ま
ず
、

「
提
灯
と
っ
か
え
」
と
い
わ
れ
る
儀
式
が
あ
る
。

家
の
入
り
口
に
男
女
の
子
供
が
提
灯
を
持
っ
て

迎
え
、
花
嫁
の
前
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
提
灯
を
三

回
取
り
替
え
る
。
そ
う
し
て
後
に
花
嫁
は
家
の

中
に
入
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
花
嫁
の
足
下

を
明
る
く
し
て
迎
え
入
れ
る
と
い
う
意
味
と
花

嫁
が
実
家
へ
戻
れ
な
い
よ
う
提
灯
を
グ
ラ
グ
ラ

さ
せ
て
、
道
を
判
ら
な
く
す
る
た
め
と
も
い
わ

れ
る
。
さ
ら
に
、
八
郷
町
域
で
は
聞
か
な
い
が

近
隣
の
地
域
に
は
、
花
嫁
が
婚
家
の
座
敷
に
上

が
る
と
、
履
い
て
き
た
草
履
を
お
着
付
婆
さ
ん

が
実
家
に
持
ち
帰
る
風
習
も
あ
る
。
こ
れ
は
履

き
物
を
取
り
上
げ
て
、
実
家
に
戻
れ
な
い
よ
う

に
す
る
た
め
と
い
う
。
い
づ
れ
も
「
嫁
を
逃
さ

な
い
」
と
い
う
婚
家
の
意
志
が
伺
え
る
。 

　
以
下
は
終
戦
直
後
に
結
婚
し
た
下
青
柳
の
女

性
達
の
述
懐
。
「
筑
波
山
の
下
の
方
だ
っ
て
云

わ
れ
て
も
、
ど
こ
ら
の
下
だ
か
わ
か
ん
ね
え
で

嫁
に
来
た
」「
ど
の
人
が
婿
様
だ
か
わ
か
ん
な

か
っ
た
」「
み
ん
な
親
が
き
め
ち
ゃ
っ
た
か
ん

な
」「（
初
夜
に
は
）
部
屋
が
暗
く
て
、
こ
う
い

う
所
来
ち
ゃ
っ
て
し
ゃ
あ
ね
っ
て
、
涙
が
と
ま

ん
な
か
っ
た
」 

　
町
史
編
さ
ん
専
門
調
査
員
・
民
俗
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
光
野
志
の
ぶ 

　 

婚
礼
は
夜
に 

わ
た
し
の
手
料
理 

花
シ
ュ
ウ
マ
イ 

か
　
　
り
ん 

 



⑿

　
　
　
ど
も
が
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
の
影
響
で
、

　
　
　
テ
ニ
ス
を
始
め
、
狭
い
空
地
で
遊
ん

で
い
ま
す
。
こ
の
ご
ろ
は
上
手
に
な
っ
て
き

た
よ
う
で
す
。
広
報
の
お
知
ら
せ
版
で
卓
球

教
室
の
募
集
を
し
て
い
ま
す
が
、
テ
ニ
ス
教

室
を
や
る
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
　
吉
田
　
東 

　
　
お
手
紙
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
町

主
催
の
テ
ニ
ス
教
室
に
つ
い
て
で
す
が
、
現

在
の
と
こ
ろ
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
八
郷
町

に
は
、
テ
ニ
ス
愛
好
者
に
よ
る
八
郷
テ
ニ
ス

ク
ラ
ブ
と
い
う
団
体
が
あ
り
、
毎
年
四
月
か

ら
合
計
十
回
、
テ
ニ
ス
教
室
を
開
い
て
お
り

ま
す
。
現
在
は
、
毎
週
日
曜
日
の
午
後
三
時

か
ら
五
時
ま
で
町
総
合
運
動
公
園
で
初
心
者

向
け
の
テ
ニ
ス
を
指
導
し
て
い
ま
す
。
小
学

生
も
た
く
さ
ん
来
て
い
る
の
で
、
一
度
見
学

に
来
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
　
広
報
係 

　
　
　
報
や
さ
と
六
月
号
の
「
わ
た
し
も
一

　
　
　
言
」
で
、
ボ
タ
ン
の
花
を
咲
か
せ
た

記
事
を
載
せ
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
嬉
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
名

前
の
記
入
を
忘
れ
ら
れ
て
い
た
の
で
ち
ょ
っ

ぴ
り
が
っ
か
り
し
て
い
る
今
日
こ
の
ご
ろ
で

す
。
　
　
　
　
　
　   

部
原
　
真
家
　
初
枝 

　
　
真
家
さ
ん
、
大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
確
認
し
た
つ
も
り
で
、
誤
字
・
脱

字
を
印
刷
後
に
発
見
し
た
と
き
は
が
っ
か
り

さ
せ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
こ
れ
に
懲
り

ず
に
お
手
紙
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
報
係 

　
　
　
月
広
報
や
さ
と
が
く
る
の
を
楽
し
み

　
　
　
に
し
て
い
ま
す
。
や
さ
と
メ
モ
リ
ー

を
見
る
た
び
に
昔
な
つ
か
し
く
思
い
出
さ
れ

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
柿
岡
　
溝
上
マ
ス
エ 

　
　
嬉
し
い
一
言
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
私
達
広
報
係
も
、
み
な
さ
ん
が
親
し
み

を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
広
報
作
り
に
励
ん
で

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
お
手
紙
は
、
と
て
も

励
み
に
な
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
広
報
係 

 

　
広
報
係
で
は
、
「
わ
た
し
も
一
言
」
へ 

　
の
投
稿
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
生
活
の 

　
中
で
感
じ
た
こ
と
や
、
発
見
し
た
こ
と 

　
ど
ん
な
テ
ー
マ
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。 

　
ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

わ
た
し
も
一
言 

習
字
コ
ー
ナ
ー 

　
字
く
ば
り
も
よ
く
筆
使
い
も
よ
く
で

き
ま
し
た
。 

　
左
こ
ぎ
を
右
手
に
か
え
て
書
い
て
い

ま
す
が
、
が
っ
ち
り
と
し
て
よ
く
書
け

ま
し
た
。 

柿
岡
小
一
年
　
大
　
沼
　
　
　
望 

柿
岡
小
四
年
　
吉

田
　
亜
紗
美 

♣

♣

♣

子 

毎 

 

柿岡　田口可奈  

Ｐ.Ｎ　テレビ・ジョン 

Ｐ.Ｎ　し お ん 

柿岡　鈴 木　 茂 

広 

下林　氏家　覓 

㈶
独
立
書
人
団
審
査
会
員
　
　
関
　
　
翠

邱



⒀

３つの答えの中から正解を選びハガ

キに書いて送ってください。　 

 

①市町村合併アンケート調査で合併

する組み合わせはどれが一番多かっ

たでしょうか？ 

Ａ－八郷町・霞ケ浦町・千代田町・

新治村　Ｂ－八郷町・土浦市・石岡

市・霞ヶ浦町・千代田町・新治村 

Ｃ－八郷町・石岡市・千代田町 

②第２回やさとウォーキングが開催

されるのは何月何日？ 

Ａ－10月12日　Ｂ－10月21日　 

Ｃ－10月23日 

③動物愛護週間の期間は？ 

Ａ－9月20日～26日　Ｂ－9月23日

～26日　Ｃ－10月23日～26日 

［応募の方法］ 

☆ハガキに広報クイズ173と書き、 

答えの記号（例①－Ａ）、住所、氏

名、年齢、世帯主と「私もひとこと」 

へのご意見や広報の感想などを書い

て送ってください。イラストやマン

ガも大歓迎。 

☆締切日　平成１４年９月２０日 

　　　　　（当日消印有効） 

☆応募先　〒315-0195八郷町柿岡

　　5680-1八郷町役場秘書広聴課 

☆当選者の発表　本紙10月号 

［広報クイズ171の当選者の発表］ 

　正解は①－Ｃ、②－Ｃ、③－Ｂで

した。応募総数48通、正解47通の中

から次の10人が当選しました。 

海老原由佳（月岡）桜井達也（柿岡）

鈴木茂（柿岡）高橋訓子（柿岡）高

橋とき（上林）田口可奈（柿岡）富

田静（下青柳）中島陽（山崎）真家

初枝（部原）溝上マスエ（柿岡）　

　　　　　　　　　　　［敬称略］ 

　全問正解者のなかから 

抽選で図書券が当たるよ　 

やさと文芸 

 

短
　
　
　
　
歌
　
　
　
　
　
大
　
塚
　
　
　
誠  

選   
       

俳
　
　
　
　
句
　
　
　
　
　
綿
　
引
　
鼓
　
峰  

選   
    

俚
　
　
　
　
謡
　
　
　
　
　
鈴
　
木
　
弦
　
月  

選   
 

広報ク
イズ  

173

　
茨
城
国
体
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
、 

「
花
と
緑
の
ま
ご
こ
ろ
国
体
」
の
旗
・ 

炬
火
リ
レ
ー
が
昭
和
四
十
九
年
十
月
十 

七
日
、
十
八
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ 

れ
は
そ
の
予
行
練
習
の
写
真
で
す
（
九 

月
十
八
日
実
施
）。 

後
ろ
に
も
目
の
あ
る
如
き
サ
ッ
カ
ー
選
手
踵
で
味
方
へ
た
く
み
な
る
パ
ス 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
半
　
田
　
　
大
　
栗
　
幸
　
男 

ど
く
だ
み
の
花
日
の
陰
に
ほ
の
白
し
優
し
き
呼
び
名
無
き
か
と
思
ふ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
崎
　
　
荒
　
井
　
幸
　
子 

幾
十
年
明
日
を
信
じ
て
生
き
た
今
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
に
光
当
て
度
い
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
幡
　
　
鬼
　
沢
　
與
　
王 

  

川
辺
り
に
出
水
名
残
り
の
泥
乾
き
　
　
　
　
柿
　
岡
　
　
岩
　
田
　
た
だ
し 

大
　
大
緑
蔭
を
な
し
て
を
り
　
　
　
　
　
　
青
　
田
　
　
田
　
上
　
岳
　
尾 

連
休
の
了
え
て
広
が
る
植
田
か
な
　
　
　
　
真
　
家
　
　
長
谷
川
　
雅
　
吾 

  

心
配
り
の
優
し
い
嫁
の
支
え
嬉
し
い
八
十
路
坂 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柿
　
岡
　
　
鈴
　
木
　
千
代
子 

強
く
見
え
て
も
所
詮
は
女
ゆ
れ
る
心
の
春
の
宵 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
　
林
　
　
加
　
藤
　
弥
　
生 

朝
を
左
右
に
別
れ
て
勤
め
心
一
つ
の
共
稼
ぎ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
　
林
　
　
岡
　
　
　
よ
　
し 

か
か
と 

吉生　菊地紘美 

月岡　萩 原 志 づ  
Ｐ.Ｎ　いおり  



⒁

    

　
総
合
運
動
公
園
を
会
場
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
自
動
車
の
部
は
五
チ
ー
ム
、
小

型
の
部
に
は
四
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し

た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

　【
自
動
車
の
部
】
▽
優
勝
　
第
二
分
団

第
一
部
▽
準
優
勝
　
第
五
分
団
第
一
部

▽
三
位
　
第
一
分
団
第
三
部
▽
敢
闘
賞

第
七
分
団
第
二
部
・
第
八
分
団
第
三
部

【
小
型
の
部
】
▽
優
勝
　
第
一
分
団
第

四
部
▽
準
優
勝
　
第
六
分
団
第
五
部
▽

三
位
　
第
三
分
団
第
五
部
▽
敢
闘
賞
　

第
四
分
団
第
五
部 

　
自
動
車
の
部
と
小
型
の
部
で
優
勝
し

た
各
チ
ー
ム
は
、
十
月
に
行
わ
れ
る
新

治
地
区
大
会
に
出
場
す
る
予
定
で
す
。 

    

　
総
合
運
動
公
園
Ｔ
Ｂ
Ｇ
場
で
行
わ

れ
、
三
十
六
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
結

果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

男
子
の
部
▽
優
勝
　
石
田
七
郎（
大
塚
）

▽
準
優
勝
　
松
延
平
治
（
柴
内
）
▽
三

位
　
長
谷
川
昭
一
（
大
増
）
女
子
の
部

▽
優
勝
　
道
川
美
代
子
（
大
増
）
▽
準

優
勝
　
石
橋
利
子
（
大
塚
）
▽
三
位
　

底
節
子
（
上
曽
）
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
敬
称
略
】

ま

ち

の
話

題

で

き

ご

と 

身
近
な
出
来
事
や
地
元
の 

話
題
を
お
よ
せ
く
だ
さ
い 

 ︵
連
絡
先
・
秘
書
広
聴
課
☎
内
線
一
三
四
三
︶

  

 

小
中
学
校
で
始
ま
っ
た
総
合
的
な
学
習
の
時
間 

　
総
合
的
な
学
習
の
時
間
が
今
年
四
月
か
ら
全

国
の
小
中
学
校
で
始
ま
り
ま
し
た
。
有
明
中
学

校
一
学
年
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
は
、
二

ク
ラ
ス
七
十
名
が
班
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

テ
ー
マ
を
決
め
て
一
年
間
、
調
査
・
研
究
に
取

り
組
み
ま
す
。
そ
の
中
で
、
瓦
谷
の
鳴
滝
を
調

べ
る
班
の
み
な
さ
ん
が
七
月
二
十
九
日
に
現
地

に
訪
れ
、
鳴
滝
に
詳
し
い
学
識
者
の
指
導
の
も

と
、
滝
の
長
さ
と
落
差
、
水
量
と
水
質
を
調
査

し
ま
し
た
。 

　
こ
れ
ま
で
鳴
滝
の
長
さ
や
落
差
は
、
専
門
家

も
計
っ
た
こ
と
が
な
く
、
調
べ
て
い
く
う
ち
に

二
段
の
滝
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
鳴
滝
の
歴
史
や
周
辺
の
動
植
物
に
つ

い
て
調
査
が
続
く
そ
う
で
す
。 

　
小
幡
湯
袋
の
高
橋
良
晴
さ
ん
宅
で
七
月
二
十

二
日
、
日
本
人
や
外
国
人
た
ち
が
集
ま
り
交
流

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
高
橋
さ
ん
が

そ
れ
ぞ
れ
の
母
国
語
を
会
話
の
中
で
教
え
合
い

な
が
ら
他
国
語
を
学
び
、
交
流
を
深
め
て
も
ら

い
た
い
と
の
思
い
か
ら
始
め
た
も
の
で
す
。 

　「
何
か
国
も
の
人
が
集
ま
っ
て
話
し
て
い
る
と
、

い
つ
の
ま
に
か
多
く
の
国
の
言
葉
が
話
せ
て
い

る
そ
う
で
す
」と
高
橋
さ
ん
。「
い
ろ
い
ろ
な
国

の
人
た
ち
に
集
ま
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
」
と

期
待
を
込
め
て
話
し
て
い
ま
し
た
。
同
交
流
会

は
、
今
後
定
期
的
に
行
っ
て
い
く
そ
う
で
す
。 

八
郷
町
す
て
き
旅
案
内
人
の
会
活
動
本
格
的
に 

　
七
月
二
十
八
日
か
ら
八
郷
町
す
て
き
旅
案
内

人
の
会（
鯉
渕
　
松
会
長
）に
よ
る
観
光
案
内
活

動
が
峰
寺
山
西
光
院
で
本
格
的
に
始
ま
り
ま
し

た
。同
会
は
、八
郷
町
の
観
光
資
源
を
再
確
認
し
、

再
発
掘
を
し
て
観
光
客
に
対
し
て
自
然
や
歴
史
、

文
化
等
の
紹
介
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
う
こ
と

を
目
的
に
昨
年
五
月
に
発
足
。
町
内
の
観
光
名

所
の
視
察
、
勉
強
会
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
西
光
院
で
は
、八
月
二
十
五
日
ま
で
の
毎
週
日

曜
、会
員
が
交
代
で
観
光
案
内
に
当
た
り
ま
す
。 

会
話
か
ら
始
ま
る
国
際
交
流 

八
郷
町
消
防
ポ
ン
プ
操
法 

大
会
　
　
　
　
　

七
月
二
十
日 

 

第
八
回
八
郷
体
協
会
長
杯
・ 

Ｔ
Ｂ
Ｇ
大
会
　
七
月
十
三
日 

水質を調べている生徒たち。 
みんな真剣な表情。 本番を前に７月25日、会員によ 

る予行練習が行われました。 
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小
野
万
灯
会
で
六
十
個
の
灯
ろ
う
飾
る
　 

　
小
野
万
灯
会
が
七
月
二
十
日
、
小
野
越
の
北

向
山
観
音
堂
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
祭
り
は
、

小
野
小
町
に
ち
な
ん
だ
行
事
で
、
昨
年
八
郷
町

ふ
る
さ
と
の
史
跡
守
り
隊
（
鈴
木
俊
勝
隊
長
）

と
地
元
住
民
に
よ
っ
て
復
活
、
今
年
で
二
回
目

を
迎
え
ま
す
。 

　
今
年
は
灯
ろ
う
を
新
た
に
三
十
個
作
り
、
八

郷
町
水
墨
画
同
好
会
や
八
郷
町
す
て
き
旅
案
内

人
、
同
守
り
隊
の
み
な
さ
ん
、
小
野
越
の
子
ど

も
た
ち
が
万
灯
に
お
の
お
の
の
絵
や
言
葉
を
描

き
ま
し
た
。
当
日
は
境
内
で
か
き
氷
や
駄
菓
子

な
ど
を
子
ど
も
た
ち
に
サ
ー
ビ
ス
し
、
午
後
七

時
に
は
灯
ろ
う
に
ろ
う
そ
く
を
と
も
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
境
内
で
は
太
鼓
の
演
奏
も
行
わ
れ
、
夜

祭
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。 

　
北
向
山
観
音
堂
総
代
の
鴻
巣
馨
さ
ん
は
、
「
戦

前
の
万
灯
会
は
賑
や
か
で
し
た
。
三
十
五
、
六

年
前
に
中
断
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
今
こ
う

し
て
復
活
す
る
こ
と
が
で
き
て
と
て
も
嬉
し
い
。

昔
に
返
っ
た
み
た
い
で
す
」
と
に
こ
や
か
に
話

し
ま
す
。 

　
七
月
十
二
日
、
第
五
十
二
回
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
八
郷
町
地
区
大
会
が
八
郷
町
役
場
会

議
室
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
運
動
は
、

す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪

を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
正
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と

全
国
的
に
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。 

　
同
大
会
で
は
、
石
岡
警
察
署
長
の
松
井
直
氏

を
講
師
に
迎
え
、
「
最
近
の
石
岡
地
区
管
内
の

犯
罪
情
勢
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
講
演
と
、
広

報
ビ
デ
オ
「
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
」
の
上
映
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

　
講
演
で
は
、
松
井
氏
の
現
場
で
の
体
験
な
ど

が
語
ら
れ
、
参
加
し
た
約
百
十
人
の
み
な
さ
ん

は
真
剣
な
表
情
で
講
話
に
耳
を
か
た
む
け
て
い

ま
し
た
。 

　
近
年
、
少
年
に
よ
る
凶
悪
事
件
が
相
次
ぎ
、

い
じ
め
や
不
登
校
、
ひ
き
こ
も
り
な
ど
が
大
き

な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
急

速
に
変
化
す
る
社
会
の
中
で
、
住
民
同
士
の
触

れ
合
い
や
親
子
の
対
話
が
減
少
す
る
な
ど
、
人

間
関
係
が
希
薄
に
な
り
、
家
庭
や
地
域
社
会
の

教
育
力
や
犯
罪
抑
制
力
が
低
下
し
て
い
る
こ
と

が
大
き
な
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
次
代
の
担

い
手
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
心
豊
か
に
成
長
し

て
も
ら
う
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
尊
重
さ

れ
、
お
互
い
に
認
め
合
っ
て
生
き
て
い
け
る
場

所
、
「
居
場
所
」
が
必
要
で
す
。
誰
も
が
互
い

に
支
え
、
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
で
き

る
家
庭
、
学
校
、
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。 

　
こ
の
号
が
お
手
元
に
届
く
こ
ろ
は
夏

休
み
も
終
盤
、
こ
ど
も
た
ち
は
夏
休
み

の
宿
題
に
追
わ
れ
四
苦
八
苦
し
て
い
る

こ
と
で
し
ょ
う
か
？
前
月
号
の
編
集
室

を
読
ま
れ
た
方
は
、
余
裕
を
も
っ
て
楽

し
い
夏
休
み
を
お
過
ご
し
の
こ
と
と
思

い
ま
す
？
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
渡
） 

編
集
室 

心
と
心
の
触
れ
合
い
の
も
て
る
地
域
づ
く
り
を 

９月１日から八郷町公式ホームページ等 

　　　　　　　　　のアドレスが変わります。 

ホームページ　http://www.town.yasato.ibaraki.jp 

Ｅメール　　　yasato@town.yasato.ibaraki.jp　　　　　　 

ｉモード　　　http://www.town.yasato.ibaraki.jp/i/　 

Ｊ－ＳＫＹ　　 http://www.town.yasato.ibaraki.jp/j/　 

 



⒃

　犬や猫などの小動物は、人間のパートナーとして私たちの生活に潤いを 

もたらしてくれます。しかし、その一方で、騒音や悪臭などペットをめぐ 

るトラブルも絶えません。安易に動物を捨てたり、虐待したりする事件も 

増えています。飼い主には、命ある動物の一生の面倒をみるという強い自 

覚と責任感が求められています。 

◆みんなが困る放し飼い！　犬の放し飼いはやめましょう 

　　○犬は、昼夜を問わずつないで飼うか、おりの中で飼いましょう。 

　　○運動は引き綱をひいて行いましょう。 

　　○飼い犬のフンは飼い主が責任をもって始末してください。　　　　　　 

 

◆犬の登録と狂犬病予防注射を受けましょう 

　　○生後３ヶ月以上の犬には、「登録」「狂犬病予防注射」が義務づけられています。 

　　○「登録」は犬の生涯に１回です。（登録すると「鑑札」が交付されます） 

　　○「狂犬病予防注射」は、毎年１回です。（「注射済票」が交付されます）　　　 

　　○登録犬が死亡したり、所在地や所有者に変更があったときは町への届出が必要です。 

 

◆小さな命大切に！　捨て犬・捨て猫はやめましょう 

　　○捨てないで新しい飼い主を見つけるか、動物指導センターへ相談してください。 

　　○子犬・子猫が生まれて困るより、「生まれない手術」をおすすめします。 

　　　　　※避妊・去勢手術については、最寄りの開業医師にご相談ください。 

大好きいばらき動物愛護フェスティバル2002開催 

日　時　　　平成14年９月21日（土）　午前10時から午後２時まで 

会　場　　　茨城県動物指導センター 

　　　　　　　笠間市日沢47　　　ＴＥＬ0296－72－1200　　 

内　容　　　１　動物の正しい飼い方パネル展示 

　　　　　　２　子犬の譲渡　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　３　動物なんでも相談 

　　　　　　４　動物しつけ方教室　　他　　　　　　　　　　　 
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i-mode版http://www.net-ibaraki.ne.jp/yasato/i/
Ｊ-SKY版http://www.net-ibaraki.ne.jp/yasato/j/
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●問い合わせ先　保健センター内  保健衛生課 TEL43－6655　　茨城県動物指導センター  TEL0296－72－1200




